
 - 1 - 

２０２４年２月 

 
販売部 営業支援課 

 

SSEL-C/CS から RSEL 置換えの注意点 
 

置換えにつきましては下記の注意点をご確認いただきたくお願いいたします。 

 

 

● SSEL-C/CS の生産中止につき、RSEL へ置換えとなります。 

（受注中止）  （代替機種） 

SSEL-C/CS  RSEL+RCON-SC 

 

● モーター駆動用電源電圧（ドライバーユニットの供給電源）が AC100V に対応しておりません。 

単相 AC 200V、もしくは三相 AC 200V が必要になります。 

 

● マスターユニットに制御用電源として DC24V（1.2A 以上）が必要になります。 

※接続軸数やオプション等で必要電流値が異なるため、詳細は機種選定ソフトでご確認ください。 

  （アイエイアイホームページ :トップページ → 機種選定ソフト → R-unit 機種選定） 

 

● アクチュエーターがアブソリュートエンコーダー（型式:A）又は、多回転アブソ（型式:AM） 

を搭載している場合、RSEL ドライバーユニットと直接接続できません。拡張ユニット 

（型式:RCON-EXT）を介し SCON コントローラー（RCON-EXT 接続仕様）に接続します。 

また、接続するコントローラーが SCON-CB であれば、アクチュエーターとコントローラー間の 

ケーブルは流用できますが、SCON2 の場合 モーターケーブルを交換する必要があります。 

 

● 動作モードは『プログラムモード』のみ互換性があります。 

 

● パラメータファイルが異なります。 

 

● 電源・非常停止配線、I/O 配線の互換性はありません。 

 

💡 注意点（詳細）について、次のページより説明いたします。 
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１．外形寸法・取付け寸法 

SSEL と比較し、RSEL は幅方向の寸法が大きくなります。 

SSEL の取付け方法はねじ固定ですが、RSEL の場合は DIN レール取付けとなります。 

 

 

                            

SSEL-C/CS 

RSEL+RCON-SC 
RSEL + RCON-SC-1 (1 軸) RSEL + RCON-SC-2 (2軸) 

  

SSEL（1 軸/2 軸 同寸法） 
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２．一般仕様 

SSEL と RSEL の仕様比較です。 
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３．シリアル通信による制御 

SSEL-CS と RSEL のシリアル通信ポート RS-232C（D-sub ハーフピッチコネクター）は同一です。

SSEL-C は D-sub25 ピンコネクターのため接続できません。 

USB 接続の場合、SSEL は Type-B ですが、RSEL は mini-B となります。 

 

４．電源・非常停止配線 

SSEL-C/CSと RSEL の電源および非常停止周りの配線に互換性はありません。 

お手数をお掛けいたしますが、再度配線のご対応をお願いいたします。 

                
図 4-1  SSEL-C/CS 電源・非常停止配線例 

 

              
  図 4-2  RSEL＋RCON-SC 電源・非常停止配線例 
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５．I/O 配線 

SSELの『ポジショナーモード』はRSELでは対応できません。 

ただし、RSEL-G-NP/PNを使用する場合は、入出力ポートそれぞれ16点が使用できます。 

さらにPIO拡張ユニット（型式:RCON-NP/PN）を接続することでPIO入出力ポートの点数を増やす

ことができます。（1ユニット当たり入出力16点、最大128点）。 

 

表 5-1. SSEL-C/CS のPIO配線とI/O表 
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表 5-2. RSELのPIO配線とI/O表
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6．モーター・エンコーダーケーブル 

コントローラー側のモーターケーブルの接続コネクターが異なるため、ケーブルを変更する 

必要があります。（エンコーダーケーブルは流用可能） 

 

ケーブル対応表 
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７．各種内部データ 

（1）パラメーター 

パラメーターの互換性はありません。 

コントローラー購入の際は、接続するアクチュエーターのパラメーターを設定してください。 

 

・位置ゲインに関して 

SSEL の軸別パラメーター No,60（位置ゲイン）は、RSEL のドライバユニットパラメータ 

No,7（サーボゲイン番号）に該当します。 

  上記の値は単位が異なるため、下記の計算式で算出した値を入力する必要があります。 

 

RSEL のドライバユニットパラメータ No,7= SSEL の軸別パラメーター No,60 ÷ 5 – 1 

 

 
 

（2）ポジションデータ 

SSEL で仕様していたポジションデータを RSEL に転送して使用することは可能です。 

 

（3）プログラムデータ 

SSEL で仕様していたポジションデータを RSEL に転送して使用することは可能です。 

 

 

8．データ入力ツール（ティーチングボックス・パソコン対応ソフト） 

（1）ティーチングボックス 

・ TB-02D 

図 8-1 TB-02D 

 

 

 

 

  

（例）SEL 系の位置ゲイン『120』を サーボゲイン番号に変換する場合 

RSEL のドライバユニットパラメータ No,7 ＝  120 ÷ 5 – 1 

                ＝  23 
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（2）パソコン対応ソフトをお持ちの方 

バージョンアップは弊社ホームページにて無償で行うことができます。 

お使いのパソコン対応ソフトが RSEL につながらない場合は、最新版にバージョン 

アップしてください。（対応バージョン:V14.00.00.00 2020年2月 以降） 
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９．機能・性能の向上 

（1）24V 系モーターと 200V 系モーターを搭載したアクチュエーターの混在制御が可能 

（2）予兆保全・予防保全機能追加（基板交換時期、メンテナンス時期のお知らせ機能） 

（3）Ethernet 搭載 

（4）SEL プログラム支援ツールに対応 

（5）プログラム数、位置決め点数の大幅増加 

 

各機能の詳細は、総合カタログ 2023 8-31、8-103 をご参照願います。 

 

10．お問合わせ先 

ご不明な点がございましたら、下記までご連絡をお願いいたします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

 


